平成28年度　学力向上対策事業総合学力調査（かしわらっ子はぐくみテスト）仕様書
1．件    名　　　　学力向上対策事業総合学力調査（かしわらっ子はぐくみテスト）業務委託
2．委託場所　　 　 柏原市立小学校11校
3．調査実施日　    平成28年12月初旬～平成29年1月初旬
4．対象学年／教科　小学校第1～第6学年／国語・算数・質問紙調査
5．調査対象　　　　実施予定児童数（平成28年8月1日現在）
	1年生
	2年生
	3年生
	4年生
	5年生
	6年生

	５０７人
	５５０人
	５９０人
	５６５人
	４８８人
	５７３人


　　　　計３,２７３人
6．調査内容　　
（1）学力調査について
①調査問題は、毎年前年度と100％変わる問題を用意すること。
②調査時間は、各教科小学校40分程度とし、1単位時間とする。
③「基礎・基本」に関する問題と「活用」に関する問題で構成すること。
　  ④実施学年・教科において記述・論述式で解答する問題が含まれること。特に、国語は「文章で解答する問題」「条件作文」、算数は「系統性を重視した計算問題」「算数的な表現を用いた記述問題」等が含まれること。
　　⑤国語は、聞き取り問題を用意し、その音声CDが準備できること。
　　⑥解答方式は、記述・論述式と選択式を併用し、マークシート方式ではないこと。
⑦調査終了後、問題用紙は回収せず事後指導等で使用できること。
⑧問題冊子、回答用紙及び個人に返却される個票等児童生徒が持ち帰る用紙の表題は「かしわらっ子はぐくみテスト」と記載すること。
⑨問題冊子及び回答用紙のうち、柏原市教育委員会が指定する数については、ルビ付き又は文字拡大したものとすること。
（2）質問紙調査について
　  ①調査時間は、約30分程度とすること。
　  ②質問内容は、学力向上を目的とする学級経営や生徒指導の指針づくりに役立つ調査であること。
　  ③質問群のカテゴリーは、自己認識（家族・友達・先生との関係／自己肯定感）、社会性（ソーシ
ャルスキル／社会参画）、学級環境（学級風土／リスク管理）、生活・学習習慣（生活習慣／学習
習慣・意欲）調査等ができること。
7．調査結果資料
　  ①解答用紙回収後、2月下旬を目途に、各学校及び柏原市教育委員会に送付すること。
②個人の結果を表す児童の個人票を紙媒体で作成し、各校に児童用と学校の控えを提供すること。
　  ③学校の結果資料を紙媒体で作成し、各学校に提供すること。
　　④柏原市全体の結果資料を紙媒体及びエクセルデータで作成し、柏原市教育委員会に提供するこ
と。
8．調査結果内容
（1）学力調査について
　  ①個人票
問題内容ごとの正答率と目標値の比較ができ、到達度を確認することができること。
学習のアドバイスを表記していること。
個人票の見方を表記していること。
②学校用資料
各学年・教科ごとに、正答率と標準スコアの2つの指標で分析できるよう表記していること。
教科合計及び基礎、活用、問題の内容別、領域別、観点別の平均正答率を表記していること。
　　　活用問題は、「思考／判断力」「表現力」の2観点で評価できるよう表記していること。
小問ごとの平均正答率を表記していること。
　　　主な記述問題の解答類型ごとの反応率を表記していること。
正答率の度数分布を数値とグラフで表記していること。
　　　柏原市平均、全国値、目標値等の比較対象となるデータを表記していること。
　　③教育委員会用資料
　　　全校のデータを集計し、学校用資料に準じた構成で作成していること。
（2）質問紙調査について
　　①個人票は回答結果に対応したコメントを表記していること。
　　②質問別回答構成比を数値とグラフで表記していること。
　　③児童・生徒の回答結果一覧を表記していること。
④学力との質問別クロス集計を表記していること。
⑤選択肢から回答する調査形式であるとともに、柏原市独自の質問を10問程度追加できること。
9．個人情報保護
　　①プライバシーマーク認証企業であること。
　　②誰の解答用紙か特定されることなく採点すること。
　　③調査データの保持管理等について万全を期すこと。
10．実績
　　47都道府県の市町村または学校（各都道府県1以上）で受託実績があること。
　
